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か
ら
２
０
０
２
年
ま
で
16
年
間
、

１
９
８
６
年
が
２
人
、
36
・
61
％
、

１
９
９
０
年
が
無
投
票
、
１
９
９

４
年
が
２
人
、
41
・
60
％
、
１
９

９
８
年
が
無
投
票
。

　

富
岡
清
市
長
、
２
０
０
２
年
か

ら
現
在
ま
で
19
年
間
、
２
０
０
２

年
が
２
人
、
32
・
50
％
、
２
０
０

５
年
が
無
投
票
、
２
０
０
９
年
が

２
人
、
37
・
24
％
、
２
０
１
３
年

が
２
人
、
32
・
80
％
、
２
０
１
７

年
が
無
投
票
。

　

な
ぜ
、
市
長
選
の
投
票
率
は

他
の
選
挙
と
比
べ
て
低
調
な
の
か
。

答　

近
年
は
30
％
台
を
上
下
し
て

お
り
、
低
調
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
他
市
の
市
長
選
挙
も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
秋
、
熊
谷
市
長
選
挙
が

あ
る
こ
と
へ
の
市
民
の
認
知
は
。

答　

選
挙
期
日
等
の
日
程
は
、
既

に
主
要
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
に
努
め
て

い
る
が
、
現
在
問
い
合
わ
せ
等
は

少
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

国
の
首
相
は
直
接
選
べ
な
い
が
、

県
や
市
の
首
長
は
直
接
選
べ
る
。

や
は
り
市
長
選
の
投
票
率
が
低
調

な
の
は
問
題
で
、
広
く
市
民
に
認

知
さ
れ
、
投
票
率
が
高
ま
り
、
そ

の
上
で
市
長
が
決
め
ら
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
あ
る
べ
き
姿
と
考
え

る
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　沼上　政幸
副委員長
　大山美智子
委員
　福田　勝美 
　三浦　和一
　小島　正泰
　腰塚菜穂子
　鈴木　理裕
　影山　琢也

熊
谷
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

押
印
手
続
き
の
見
直
し
は
合
理
的
で
は

あ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
電
子
申
請
に
よ
る

審
査
申
し
出
が
今
後
は
主
流
に
な
っ
て
い
く

の
か
伺
い
た
い
。

　

審
査
手
続
き
は
、
申
出
者
と
評
価
庁
の

間
で
、
ど
こ
に
争
点
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

争
点
が
書
面
で
も
十
分
確
認
で
き
れ
ば
推
進

さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

（
市
民
税
課
）

熊
谷
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

条
例
改
正
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
背
景

を
伺
い
た
い
。

　

国
に
お
い
て
、
全
て
の
行
政
手
続
き
を

対
象
に
、
原
則
と
し
て
書
面
、
押
印
、
対
面

で
の
手
続
き
を
不
要
と
す
る
た
め
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
国
家
公
務
員
が

行
う
服
務
の
宣
誓
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の

見
直
し
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
職
員
課
）

熊
谷
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見

直
し
に
よ
る
市
税
収
入
へ
の
影
響
額
は
、
ど

の
程
度
見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

令
和
３
年
度
と
同
様
に
新
車
の
取
得
が

あ
っ
た
も
の
と
仮
定
し
て
、
影
響
台
数
は
約

１
１
０
台
で
、
約
13
万
円
の
増
収
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

（
市
民
税
課
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
支
援
車
（
Ⅱ
型
））

に
つ
い
て

　

支
援
車
（
Ⅱ
型
）
の
具
体
的
な
使
用

方
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

通
常
の
火
災
出
動
で
は
水
槽
付
の
コ
ン

テ
ナ
を
積
載
し
て
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
と
し
て
使
用
す
る
が
、
風
水
害
や
特
殊

災
害
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
資
器
材
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
に
素
早
く
積
み
替
え

て
資
器
材
を
搬
送
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
２

種
類
の
使
用
方
法
が
あ
る
。

　

既
に
支
援
車
（
Ⅰ
型
）
は
導
入
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
大
災
害
時
に
出
動
し
た
の
か
伺
い
た
い
。

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
、
平
成

27
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
出
動
し
た
実
績

が
あ
る
。

（
警
防
課
）

令
和
３
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
消

防
費
）
に
つ
い
て

　

消
防
施
設
維
持
管
理
等
経
費
に
つ
い
て
、

熊
谷
消
防
署
、
玉
井
分
署
お
よ
び
妻
沼
消
防

署
以
外
の
施
設
の
改
修
予
定
を
伺
い
た
い
。

　

中
央
消
防
署
は
平
成
25
年
２
月
の
開

署
当
時
に
整
備
済
み
で
あ
り
、
大
里
分
署
お

よ
び
江
南
分
署
は
現
在
整
備
中
で
あ
る
。

（
消
防
総
務
課
）

請
願
第
１
号
「「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名・

批
准
を
日
本
政
府
に
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
る
請
願
」

【
主
な
意
見
】

賛
成
意
見　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
で
、

人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法
と
す
る

国
際
法
が
生
ま
れ
、歴
史
的
な
条
約
を
力
に
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
へ
の
道
を
切
り
開

く
新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
。
発
効
は
核
兵

器
廃
絶
を
目
指
す
諸
国
政
府
と
市
民
社
会
の

共
同
し
た
取
り
組
み
の
画
期
的
成
果
で
も
あ

り
、
一
部
の
大
国
が
支
配
す
る
世
界
に
代
わ

り
、
全
て
の
国
が
主
人
公
と
な
る
新
た
な
世

界
が
到
来
し
つ
つ
あ
る
。「
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
と
し
て
核
兵
器
廃
絶
を
リ
ー
ド
す
る
」
と

内
外
に
明
言
し
て
い
る
日
本
政
府
の
動
向
は
、

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
が
条
約

に
参
加
す
れ
ば
、
世
界
と
ア
ジ
ア
の
情
勢
を

前
に
進
め
る
大
き
な
変
化
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
る
。
核
兵
器
全
面
禁
止
の
た
め
に
真
剣

に
努
力
す
る
証
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
署
名
と
批
准
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。

反
対
意
見　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採

択
さ
れ
た
の
は
大
き
な
進
歩
で
あ
り
、
現
実

に
発
効
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
核
廃
絶
に
向

け
た
今
後
の
大
き
な
歩
み
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
考
え
る
。
現
実
に
は
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
国
が
核
兵
器
非
保
有

国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
日
本
と
同
様
に

核
の
脅
威
を
感
じ
て
い
る
国
な
ど
は
、
な
か

な
か
核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
で
き
な
い
と

い
う
現
状
は
理
解
し
た
が
、
核
保
有
国
と
核

兵
器
非
保
有
国
と
で
世
界
が
二
分
さ
れ
て
い

熊谷消防署に配備されている
支援車（Ⅰ型）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会

熊
谷
市
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

電
子
資
格
確
認
に
関
し
て
、
現
状
を

含
め
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
本
市

に
新
た
な
費
用
負
担
や
人
的
負
担
が
生
じ

る
か
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

本
年
３
月
に
試
験
的
に
導
入
さ
れ
、

10
月
に
本
格
運
用
を
予
定
し
て
い
る
が
、
全

国
的
に
医
療
機
関
で
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等

の
導
入
実
績
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
当
面
の

間
は
従
来
の
被
保
険
者
証
と
並
行
し
て
運
用

し
て
い
く
形
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、

現
時
点
で
新
た
な
費
用
負
担
、
人
的
負
担

等
に
つ
い
て
は
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

（
こ
ど
も
課
）

熊
谷
市
立
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

第
４
箱
田
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
時
期

が
、
需
要
の
多
い
夏
期
休
暇
中
で
は
な
い

理
由
を
伺
い
た
い
。

　
第
４
箱
田
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
校
舎
内
の

余
裕
教
室
を
活
用
す
る
た
め
、
工
事
で
発
生

す
る
音
や
振
動
が
授
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
夏
期
休
暇
中
に
整
備
を
行
う
こ
と
か
ら
、

開
設
時
期
を
令
和
３
年
９
月
１
日
と
し
た
。

（
保
育
課
）

熊
谷
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

熊
谷
市
内
の
小
規
模
住
居
型
児
童
養

育
事
業
者
の
数
と
今
回
の
改
正
に
よ
り
対

象
と
な
る
児
童
数
を
伺
い
た
い
。

　

市
内
３
事
業
所
に
13
名
が
入
所
し
て

い
る
が
、
対
象
児
童
は
い
な
い
。

（
保
育
課
）

令
和
３
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
民
生
費
）
に
つ
い
て

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
ロ
ナ
」
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
金
支
給
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
周

知
方
法
を
伺
い
た
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
と
あ
わ
せ

て
、
対
象
が
３
７
７
世
帯
と
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
直
接
郵
送
な
ど
で
申
請
の
勧

奨
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
と
考
え
る
が
、

国
や
県
等
と
協
議
し
て
い
く
。

（
生
活
福
祉
課
） 委員長

　中島　千尋
副委員長
　新島　一英
委員
　須永　宣延
　黒澤三千夫
　林　　幸子
　千葉　義浩
　白根　佳典

人権尊重宣言都市・くまがや

総
務
文
教
常
任
委
員
会

前ページの続き

る
状
況
が
続
い
て
い
る
中
で
、
日
本
政
府

の
考
え
方
は
、「
国
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
責
任
を
有
す
る
立
場
か
ら
、
現
実
の

安
全
保
障
上
の
脅
威
に
適
切
に
対
処
し
な

が
ら
、
地
道
に
、
現
実
的
な
核
軍
縮
を
前

進
さ
せ
る
道
筋
を
追
及
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
核
兵
器
保
有
国
や
核
兵
器
禁
止

条
約
支
持
国
を
含
む
国
際
社
会
に
お
け
る

橋
渡
し
役
を
果
た
し
、
現
実
的
か
つ
実
践

的
な
取
組
を
粘
り
強
く
進
め
て
い
く
」
と

し
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
は
も
っ
と
も
で

あ
り
、
支
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。

請
願
第
２
号
「
熊
谷
市
に
お
け
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
認
証
制
度
の
創
設
を
求
め

る
請
願
」

【
主
な
意
見
】

賛
成
意
見　

同
性
カ
ッ
プ
ル
な
ど
の
性
的

少
数
者
が
抱
え
る
困
難
は
、
可
視
化
さ
れ

に
く
い
人
権
課
題
の
一つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
地
域
社
会
の
中
で
、
多
様
な
性

の
在
り
方
が
認
め
ら
れ
、
い
か
な
る
性
自

認
や
性
的
指
向
を
持
っ
て
い
よ
う
と
も
、

個
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、
一
人
一
人
が
尊
重

さ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

国
際
社
会
の
枠
組
み
の
中
で
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
一つ
と
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実

現
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
五
輪
憲

章
に
は
「
性
的
指
向
に
よ
る
差
別
禁
止
」

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
理
念

は
、
も
は
や
普
遍
的
な
も
の
と
認
識
さ
れ

て
い
る
。
国
内
、
県
内
で
制
度
創
設
の
動

き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
熊
谷
市
に

お
い
て
も
人
権
課
題
の
早
期
解
決
に
資
す

る
よ
う
、
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
意
見　

最
近
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
世

界
的
に
も
人
権
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
な
お
偏
見
や

差
別
は
根
強
く
、
個
人
の
尊
厳
を
尊
重

し
、
あ
り
の
ま
ま
の
生
き
方
を
認
め
る
人

権
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
的
に

も
社
会
制
度
を
見
直
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人

た
ち
が
排
除
さ
れ
て
い
る
現
状
を
改
め
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
日
本
の
現
在
の

法
律
で
は
、
婚
姻
は
男
女
間
の
み
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
族
と
し
て
認
め
ら

れ
ず
、
家
を
借
り
る
と
き
や
病
気
の
際
の

治
療
に
お
け
る
承
諾
な
ど
が
認
め
ら
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
が
同

性
の
家
族
と
し
て
認
証
す
る
こ
と
で
便
宜

を
図
る
自
治
体
が
広
が
っ
て
お
り
、
当
事

者
の
願
い
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
請
願
の

採
択
を
求
め
る
。

熊
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」



15 令和3年（2021）8月　　くまがや市議会だより　第64号 非核平和宣言都市・くまがや

環
境
産
業
常
任
委
員
会

６
月
定
例
会
で
は
、
環
境
産
業
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委員長
　田中　　正
副委員長
　守屋　　淳
委員
　栗原　健曻　　　　
　桜井くるみ　　
　小林　一貫　　
　野澤　久夫　　
　小鮒　賢二

都
市
建
設
常
任
委
員
会

熊
谷
市
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
及
び
道

路
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

歩
道
に
カ
フ
ェ
や
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る

こ
と
は
、
今
ま
で
は
通
行
の
妨
げ
に
な
る

の
で
規
制
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正

を
機
に
積
極
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
形
を
歩
道

上
で
行
え
る
よ
う
制
度
化
し
た
も
の
で
、
歩

行
者
等
が
通
行
し
て
も
支
障
が
な
い
余
裕
の

あ
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
れ
ば
、
歩
行
者

利
便
増
進
道
路
と
し
て
指
定
し
て
い
く
可
能

性
は
あ
る
。

（
道
路
課
）

熊
谷
市
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道

路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

適
用
除
外
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の

は
、
災
害
以
外
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想

定
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　

災
害
以
外
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て

は
、
設
備
の
故
障
等
が
考
え
ら
れ
る
。

（
道
路
課
）

令
和
３
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
土
木
費
）
に
つ
い
て

　
み
ど
り
の
基
金
積
立
事
業
に
つ
い
て
、

基
金
の
取
崩
し
の
有
無
と
、
取
り
崩
し
た

場
合
の
用
途
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

過
去
４
回
取
り
崩
し
、
熊
谷
ふ
る
さ

と
の
森
づ
く
り
事
業
、
新
堤
緑
地
の
桜
の
診

断
業
務
委
託
等
に
そ
れ
ぞ
れ
充
当
し
た
。

（
公
園
緑
地
課
）

委員長
　関口　弥生
副委員長
　山下　一男
委員
　富岡　信吾
　森　　新一
　閑野　高広
　石川　広己
　権田　清志

　

市
議
会
の
定
例
会
は
年
４
回
（
３
・

６
・
９
・
12
月
）
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

定
例
会
は
、
市
長
ま
た
は
議
長
の
招

集
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

熊
谷
市
議
会
の
場
合
、
１
回
の
定

例
会
は
、
お
お
む
ね
20
日
前
後
で
行
わ

れ
ま
す
（
こ
の
期
間
を
会
期
と
言
い
ま

す
。）。
初
日
に
会
期
を
決
定
し
た
後
、

市
長
か
ら
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
案
の

説
明
等
が
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
各
議

案
に
対
し
て
の
質
疑
を
経
て
、
各
常
任

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
す
。

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
、
定
例
会
開
会
中
に
委

員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
、
賛
否

を
決
定
し
ま
す
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員

長
が
審
査
の
経
過
と
結
果
報
告
を
行
い
、

本
会
議
で
採
決
し
、
議
案
の
可
否
な
ど

を
議
決
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

教
え
て
市
議
会
！ 

〜
定
例
会
に
つ
い
て
〜

　

ま
た
、
委
員
会
開
催
日
と
最
終
日
の

間
に
は
、
市
政
全
般
に
関
し
て
通
告
し
た

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
各
議

員
が
最
大
60
分
の
中
で
質
問
を
行
い
ま
す

（
各
議
員
の
質
問
要
旨
は
、
毎
号
の
市

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）。

本会議場

歩道上のオープンカフェ（イメージ）
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